


飯舘村の感謝と前進を伝える「広告付
年賀はがき」。３回目となる今回のはが
きは「子どもは村のたからもの！」をテー
マに制作されました。県内の郵便局で
11月１日から販売されます。新年のごあ
いさつに、ぜひご活用を！
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総務課企画係

小さな国際交流　までいの里のこども園

　
飯
舘
村
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
、ラ
オ
ス
の「
復
興『
あ
り
が
と

う
』ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」を
務
め
ま
す
。こ
れ

は
内
閣
官
房
東
京
オ
リ
パ
ラ
推
進
本
部

が
進
め
る
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、「
復
興

『
あ
り
が
と
う
』ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」と
な
っ

た
被
災
地
の
自
治
体
が
、支
援
を
受
け
た

国
や
地
域
と
、本
大
会
の
前
後
に
交
流
し

ま
す
。

　
村
は
、今
年
６
月
、ラ
オ
ス
選
手
団
の
事

前
合
宿
な
ど
を
受
け
入
れ
る
本
来
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
と
し
て
も
登
録
を
受
け
、今
回

初
め
て
、９
月
10
日
か
ら
19
日
の
日
程
で
、

パ
ラ
水
泳
選
手
団
の
合
宿
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。選
手
団
は
連
日
、学
校
エ
リ
ア
の

屋
内
プ
ー
ル
で
練
習
し
、そ
の
間
に
、さ
ま

ざ
ま
な
交
流
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

ラ
オ
ス
の
選
手
団
が

村
で
初
め
て
の
合
宿

ラオスからパラアスリートが来村！

園庭の横を通りかかった選手の皆さんが
園児と触れ合ったひとこまです。

秋の日差しにきらめく黄金
の稲穂。手前の畑で、母親
のサダさんが育てた菊の花
を見ているのは、この水田
を耕作する青田豊実さん
（前田）です。稲刈りに合
わせて青田さんの挑戦を取
材中。この話題は、次号に
　　　　　　 続きます。

ようこそ

　ラオスの

 皆さん

ようこそ

　ラオスの

 皆さん
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パ
ラ
水
泳
選
手
団
の

合
宿
が
始
ま
っ
た
！

ようこそ

　ラオスの

 皆さん

　
平
成
21
年
、認
定
N
P
O
法
人「
ア
ジ
ア
教

育
友
好
協
会
」の
出
前
講
座
で
、村
の
小
学
生

が
、ラ
オ
ス
の
人
々
の
心
の
豊
か
さ
と
、十
分
で

は
な
い
教
育
環
境
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。村
で
は
小
学
生
を
中
心
に
、「
ラ

オ
ス
に
学
校
を
贈
ろ
う
」と
募
金
活
動
や
ふ
る

さ
と
納
税
の
呼
び
か
け
が
始
ま
り
、集
ま
っ
た

寄
付
金
は
、校
舎
の
建
設
費
用
と
し
て
、ラ
オ
ス

の
ド
ン
ニ
ャ
イ
村
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
う
し
て
交
流
が
育
ま
れ
て
い
た
矢
先
に
起

き
た
の
が
、東
日
本
大
震
災
で
し
た
。ド
ン
ニ
ャ

イ
村
の
皆
さ
ん
は
、飯
舘
村
の
た
め
に
祈
り
、米

や
鶏
を
お
金
に
替
え
て
ま
で
寄
付
を
出
し
合

い
、人
づ
て
に
村
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
回
飯
舘
村
が
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
を
担
う
前
提

に
は
、そ
う
し
た
交
流
の
軌
跡
が
あ
る
の
で
す
。

ド
ン
ニ
ャ
イ
村
と
の

        

あ
た
た
か
な
交
流

ドンニャイ村の学校に通う子ども達
（平成30年２月撮影）

１.村が贈った校舎が完成したのは震災後の平成
24年。新校舎の開校式で、飯舘村を励まそうと
ドンニャイ村の皆さんが鯉のぼりに寄せ書き。
２.学校には村の名前を記した門があります。
３.平成28年には、ドンニャイ中学校の卒業生が
来村。村に感謝を伝え、中学生と交流しました。

ホストタウン活動とは？
　ホストタウンとなった自治体は、
2020年東京オリンピック・パラリ
ンピックに参加する国・地域の人々
と、スポーツ・文化・経済などの分
野で交流し、その成果を地域の活性
化に生かしていきます。

　
選
手
団
は
、10
日
に
村
に
到
着

し
、宿
泊
体
験
館「
き
こ
り
」で
歓

迎
会
に
参
加
。長
旅
の
疲
れ
が
あ

る
中
、村
の
関
係
者
と
対
面
し
、

笑
顔
で
自
己
紹
介
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。ま
た
、11
日
に
は
村
役

場
を
表
敬
訪
問
。シ
ビ
サ
イ
団
長

が「
村
の
サ
ポ
ー
ト
に
勇
気
づ
け

ら
れ
ま
す
」と
感
謝
し
ま
し
た
。

　
来
村
し
た
の
は
、7
人
の
選
手

と
、コ
ー
チ
や
関
係
者
で
、選
手
の

う
ち
2
人
は
、合
宿
後
に
出
場
す

る「
2
0
1
9
ジ
ャ
パ
ン
パ
ラ
水
泳

競
技
大
会
」に
向
け
て
、そ
の
他

の
強
化
選
手
は
、来
年
1
月
の
国

際
大
会
出
場
を
目
指
し
て
、こ
の

合
宿
に
臨
み
ま
し
た
。

　
ラ
オ
ス
で
は
、プ
ー
ル
の
数
が
十

分
で
な
い
こ
と
も
あ
り
、練
習
環

境
が
限
ら
れ
て
い
る
そ
う
。チ
ー

ム
に
参
加
す
る
ま
で
は
川
で
泳

い
で
い
た
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

「
練
習
に
集
中
で
き
る
こ
と
が
う

れ
し
い
」と
、選
手
は
全
力
で
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

２

３

村は「復興『ありがとう』ホストタウン」及
び「ホストタウン」としてラオスと交流する
予定で、関係機関と調整を進めています。

練習の合間を縫って役場を表敬訪問した選
手団。職員が拍手で出迎えました。

学校エリアの屋内プールを使って連日の泳ぎ込み。パラア
スリートは個々の身体に合わせた泳ぎ方を工夫します。
ADDP（NPO法人アジアの障害者活動を支援する会）から
派遣されたパラ水泳専門の指導者・小木曽充さん（プール
サイド左から３人目）がコーチを務めています。

ラオスと飯舘村の物語 ドンニャイ村と深めてきた友情
「お互い様」の交流がありました

１

ラオスからパラアスリートが来村！

※ホストタウンに登録されると、特
別交付税措置として、国から、交流
活動の1/2の支援が得られます。
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選
手
団
の
皆
さ
ん
は
、気
さ
く
で
い

い
方
ば
か
り
で
し
た
。ラ
オ
ス
で
は
、働

き
な
が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
る

中
で
練
習
を
重
ね
て
い
て
、合
宿
の
環

境
を
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　
合
宿
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、言

葉
の
壁
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、身
振

り
手
振
り
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
て
、冗
談
も
通
じ
る
ん
で
す
ね
。ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
た
交
流
の
楽
し
さ
、素

晴
ら
し
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
来
年
は
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
。選
手
の
皆
さ

ん
に
は
、ぜ
ひ
出
場
権
を
獲
得
し
て
ほ

し
い
で
す
。村
と
し
て
は
、今
回
の
つ
な

が
り
を
生
か
し
て
、応
援
と
交
流
を
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ホストタウン活動 担当

　合宿の終盤、９月１８日には、ラオスパラリンピック委員会の
ブンナック副委員長（上の写真左から３人目）らが来村。飯舘
村は、同委員会と、今後の事前合宿や交流事業について覚
書を取り交わしました。
　また、合宿直後の２１日から横浜国際プール（神奈川県横
浜市）で開催された「2019ジャパンパラ水泳競技大会」に出
場したランポーン選手とヴォンラチット選手は好成績を収め、
合宿の成果を発揮しました。

応
援
と
交
流
を
続
け
て
い
き
ま
す

100ｍ自由形で銀メダルを獲得
し観客席に手を振るランポール
選手。右は大会会場の様子

２

※右はヴォンラチット選手
総務課企画係  庄司伸也

　「
ふ
る
さ
と
学
習
」の一
環
と
し
て
、「
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開
し
、ラ
オ
ス
と
の

交
流
の
準
備
を
行
っ
て
き
た
飯
舘
中
学
校
。そ

の
成
果
を
生
か
し
た
歓
迎
が
、選
手
団
の
心
を

和
ま
せ
ま
し
た
。

　
菅
野
沙
菜
さ
ん（
３
年
）は
、英
語
で
ス
ピ
ー

チ
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歩
み
を
紹
介
し
、歓
迎
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。ラ
オ
ス
の
こ
と
を
学
び
、交

流
の
方
法
を
工
夫
し
て
き
た
中
学
生
の
気
持
ち

は
、選
手
団
に
し
っ
か
り
届
い
た
よ
う
で
す
。交

流
後
の
選
手
の
コ
メ
ン
ト
を
一
部
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。「
中
学
生
と
の
交
流
楽
し
か
っ
た
な
あ
。パ

ト
ゥ
ー
サ
イ
す
ご
い
で
す
。あ
り
が
と
う
飯
舘
」

「
中
学
生
の
活
動
に
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

お
い
し
い
ス
ム
ー
ジ
ー
も
あ
り
が
と
う
」。

３

４

ラオス料理にもよく使われるパクチーの風
味を生かしたスムージーでおもてなし。
「とてもおいしい」と大好評で、生徒が大
急ぎでおかわりを用意する一幕も。

ラオスからパラアスリートが来村！

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＠
飯
舘
中
学
校
　

１

１.ラオス国旗を手に歓迎する中学生。２.ふるさと学習の様子
を見学。３.給食の時間ラオス語の「いただきます」に笑顔が
こぼれました。４.ラオスの皆さんからプレゼント。幸運をも
たらす手づくりの「チャーム」を手首に巻いてもらいました。
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令
和
元
年
９
月
議
会
定
例
会
は
、
９

月
３
日
か
ら
18
日
ま
で
の
日
程
で
開
か

れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
５
、６
日
に
行

わ
れ
、
村
議
員
が
村
政
の
重
要
な
課
題
等

に
つ
い
て
村
側
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　

議
会
審
議
は
18
日
に
行
わ
れ
、
提
出

さ
れ
た
議
案
は
追
加
議
案
を
含
め
て
全

て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
30
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

災
害
関
連
農
村
生
活
環
境
施
設
復

旧
事
業
・
福
島
再
生
加
速
化
交
付
金

事
業
農
業
集
落
排
水
管
路
工
事
（
草

野
第
１
地
区
・
草
野
１
期
②
）
請
負

契
約
の
変
更
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

飯
舘
村
立
義
務
教
育
学
校

設
置
条
例

消
費
税
率
等
の
引
き
上
げ
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

農
業
用
機
械
の
取
得
に
つ
い
て

被
災
地
域
農
業
復
興
総
合
支
援
事

業
効
果
促
進
事
業　

飯
舘
村
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
等
用
地
造
成
工
事
請

負
契
約
に
つ
い
て

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

飯
舘
村
介
護
福
祉
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

今
議
会
で
可
決

さ
れ
た
議
案
等

（
紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
い
ま
す
）

村
長
村
政
報
告

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館

学
校
教
育
関
係

い
い
た
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

生
涯
学
習
関
係

お
か
え
り
な
さ
い
補
助
金

農
政
関
係

長
泥
地
区
環
境
再
生
事
業
の
現
状

に
つ
い
て

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
廃
炉
決
定

令和元年  第７回

飯舘村議会定例会

帰
還
困
難
区
域
に
お
け
る
応
急
仮

設
・
借
上
げ
住
宅
の
無
償
提
供
期

間
の
終
期
に
つ
い
て

　

昨
年
、
県
が
令
和
２
年
３
月
末
で

無
償
提
供
期
間
の
終
了
を
決
定
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
県
が
新
た
に

福
島
第
一
原
発
プ
ラ
ン
ト
の
立
地
自

治
体
で
あ
る
大
熊
町
と
双
葉
町
に
つ

い
て
は
、
自
治
体
の
大
部
分
が
帰
還

困
難
区
域
で
あ
る
た
め
、
両
自
治
体

に
限
り
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
１
年

間
延
長
す
る
決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
帰
還
困
難
区
域

は
、
令
和
２
年
３
月
末
ま
で
に
無
償

提
供
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
特
別
な
事
情
（
住
宅
新
築

や
リ
フ
ォ
ー
ム
中
な
ど
）
で
退
去
で

き
な
い
場
合
に
限
っ
て
、
時
期
を
特

定
し
た
上
で
、
最
長
令
和
３
年
３
月

末
ま
で
延
長
で
き
ま
す
。
本
村
の
帰

還
困
難
区
域
で
あ
る
長
泥
地
区
の
住

民
に
は
、
説
明
を
し
て
い
ま
す
が
、

再
度
機
会
を
と
ら
え
て
周
知
徹
底
を

図
り
、
無
償
提
供
期
限
ま
で
に
遺
漏

の
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

（
紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
い
ま
す
）

村
長
村
政
報
告

　

本
事
業
施
行
に
あ
た
っ
て
の
放
射

線
安
全
性
の
検
証
方
法
で
す
が
、
土

壌
中
放
射
能
濃
度
の
測
定
の
際
、
放

射
能
濃
度
分
別
機
の
投
入
前
と
分
別

後
、
５
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
未
満
と
５

０
０
０
ベ
ク
レ
ル
を
超
す
も
の
に
分

別
し
、
５
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
未
満
の

も
の
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

測
定
の
際
に
は
環
境
省
、
業
者
な
ど

関
係
者
の
み
で
な
く
、
地
元
住
民
や

学
識
者
な
ど
に
よ
る
確
認
も
行
い
ま

す
。

　

帰
還
困
難
区
域
内
の
活
動
等
に
つ

い
て
は
、
現
在
厳
し
い
制
限
が
さ
れ

て
お
り
、
地
元
住
民
か
ら
は
も
っ
と

弾
力
的
な
運
用
を
求
め
る
声
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
環
境
省
に
よ
れ
ば
、

長
泥
地
区
に
つ
い
て
は
、
現
在
年
間

積
算
線
量
が
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を

下
回
っ
て
い
る
た
め
、
不
必
要
な
制

限
（
防
護
服
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
長
靴

な
ど
）
は
可
能
な
限
り
取
り
除
く
方

向
で
関
係
省
庁
と
協
議
し
、
弾
力
的

な
運
用
を
図
っ
て
い
く
方
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

８
月
２
日
、
東
京
電
力
小
早
川
代

表
執
行
役
社
長
が
来
庁
し
、
福
島
第

二
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
に
つ
い

て
、
執
行
役
員
会
に
て
正
式
に
決
定

を
し
た
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
ま
で
に
イ
ノ
シ
シ
１
７
７
頭
を

駆
除
し
ま
し
た
。
ま
た
、
村
内
で
農
業

に
携
わ
る
方
の
圃
場
に
つ
い
て
は
、
ご

希
望
に
応
じ
て
順
次
、
電
気
牧
柵
等

の
導
入
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館

の
状
況
で
す
が
、
平
成
29
年
８
月
12

日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
７
月
末
ま

で
の
レ
ジ
客
数
は
、
ま
で
い
館
が
９

２
７
５
５
人
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
が

２
６
万
５
０
９
８
人
で
す
。

　

７
月
17
日
、
第
２
回
目
の
義
務
教

育
学
校
開
校
準
備
委
員
会
を
開
催
し
、

校
名
候
補
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
６
月
５
日

か
ら
25
日
の
期
間
に
応
募
い
た
だ
い

た
１
３
３
件
の
校
名
を
参
考
に
、
新

し
い
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
校
名
候
補

を
委
員
会
で
協
議
し
、「
飯
舘
村
立
い

い
た
て
希
望
の
里
学
園
」
を
選
定
し

ま
し
た
。

　

７
月
末
ま
で
に
、
村
民
や
村
内
事

業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方
に
５
５
９

８
冊
を
購
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。
更

に
は
、
こ
の
交
付
金
を
活
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
８
月
11
日
に
い
い
た

て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館
に
て
、
村

商
工
会
青
年
部
主
催
の
い
い
た
て
夏

祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
で
い
牛

の
ふ
る
ま
い
、
餅
ま
き
や
、
村
の
団

体
に
よ
る
よ
さ
こ
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
21
日
か
ら
24
日
に
、
沖
縄
ま

で
い
の
旅
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年

か
ら
小
学
５
年
生
も
対
象
と
し
、５
・

６
年
生
33
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

８
月
13
日
か
ら
８
月
20
日
に
、
未

来
へ
の
翼
北
欧
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。
昨
年
か
ら
参
加
者
の
枠
を
広
く

し
、
今
ま
で
の
中
学
生
に
加
え
、
こ

れ
か
ら
村
を
背
負
っ
て
立
つ
30
代
・

40
代
の
若
手
村
民
、
ス
タ
ッ
フ
の
職

員
併
せ
て
、18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

中
学
生
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し

て
一
回
り
大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き

ま
し
た
。

　

帰
村
の
届
を
出
さ
れ
て
い
る
５
７

６
世
帯
の
内
、
８
月
１
日
現
在
５
３

５
件
の
申
請
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
７
件
の
畜
産
農
家
が
、
７

月
末
ま
で
に
和
牛
の
肥
育
・
繁
殖
一

貫
経
営
１
件
、
乳
牛
の
育
成
経
営
１

件
を
含
む
９
件
に
な
り
、
村
内
で
飼

養
さ
れ
て
い
る
牛
も
、
繁
殖
雌
牛
約

２
２
０
頭
、
肥
育
牛
23
頭
、
乳
牛
の

育
成
牛
22
頭
ま
で
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
は
、
２
地
区

５
件
か
ら
、
30
代
の
若
手
農
家
２
件

を
含
む
５
地
区
10
件
ま
で
生
産
者
が

増
加
し
、
６
月
か
ら
始
ま
っ
た
出
荷

が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

⃝９月議会定例会⃝
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平成30年度
飯舘村

決 算 報 告
　

飯
舘
村
に
お
け
る
平
成
30
年
度
各
会
計
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
定
例
議
会
で
９
月
17
日
に
行
わ
れ
た
議
案
審
議
に

お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
村
の
一
般
会
計
歳
入
総
額
は
１
６
９
億
１
４
７
万
円
、
歳
出
総
額
１
６
０
億
４
２
１
３

万
円
で
、
８
億
５
９
３
４
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
比
べ
、
歳
入
は
33
億
１
７
２
８
万
円
減
額
、
歳
出
は
16
億
７
７
５
７
万
円
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
減
額
の

原
因
は
、
歳
入
で
の
福
島
再
生
加
速
化
交
付
金
、
震
災
復
興
特
別
交
付
税
等
の
減
少
。
歳
出
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
整

備
工
事
、
道
の
駅
「
ま
で
い
館
」
建
設
工
事
、
陽
は
ま
た
昇
る
基
金
元
金
積
立
金
等
が
減
少
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
村

政
の
動
き
と
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
主
な
内
容
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
金
額
は
端
数
処
理
を
し
、
万
円
単
位
に
し
て
い
ま
す
）

平成30年度に
村民１人あたりに使われたお金

２８６万６,７１０円
※一般会計目的別歳出決算額
　１６０億４,２１３万円
　人口５,５９６人（平成31年４月30日現在）

総務費
村全般企画・管理に

農林水産業費
農業復興のために

消防費
消防・防災に

教育費
学校教育の充実に

民生費
福祉増進のために

公債費
借入金の返済に

議会費
議会運営などに

商工費
企業立地支援などに

土木費
道路や橋の整備に

衛生費
清掃・予防衛生に

1人あたり

100万3,520円

1人あたり

24万9,740円

1人あたり

2万7,090円

1人あたり

55万2,380円

1人あたり

7万740円

1人あたり

64万940円

1人あたり

7万7,210円

1人あたり

1万2,460円

1人あたり

18万7,490円

1人あたり

4万1,970円

村各特別会計の決算状況　※（　）内は前年比

国民健康保険特別会計
歳入：11億8,780万円（17.2％減）
歳出：11億 　815万円（19.3％減）

簡易水道事業特別会計
歳入：1億2,551万円（36.9％減）
歳出：1億2,521万円（36.9％減）

農業集落排水事業特別会計
歳入：1億5,422万円（48.6％増）
歳出：1億5,392万円（48.7％増）

介護保険特別会計
歳入：11億　　 50万円　 （6.0％増）
歳出：10億7,097万円（13.1％増）

介護サービス事業
歳入：565万円（2.5％減）
歳出：565万円（2.5％減）

後期高齢者医療特別会計
歳入：3,142万円（10.9％増）
歳出：3,092万円（  9.1％増）

※その他（災害復旧費・諸支出金・労働費）……１人あたり 3,170 円

寄付金　1億5,437万円　0.9％

普通建設事業費
56億8,617万円
35.4％

災害復旧事業費
1億2,498万円　0.8％

人件費
8億208万円　5.0％

分担金及び負担金等
1億1,193万円　0.7％

公債費
3億9,587万円
2.5％

地方交付税
27億2,023万円
16.1％

依存財源
100億9,484万円
59.7％

義務的経費
14億3,912万円
9.0％

その他の経費
87億9,186万円
54.8％

自主財源
68億663万円

40.3%

投資的経費
58億1,115万円

36.2％

扶助費
2億4,117万円
　1.5％

県支出金
16億3,999万円
9.7％

　　物件費
20億944万円
12.5％

国庫支出金
53億1,670万円
31.5％

　　 積立金
37億8,352万円
23.6％

村債
2億2,971万円
1.4％

地方消費税
交付金等
1億8,821万円
1.0％

補助費等　13億7,969万円　8.6％

村税　
4億2,864万円　2.6％

投資及び出資金
・貸付金
1億6,680万円
1.0％

繰入金
34億5,219万円
20.4％

諸収入
5億6,046万円
3.3％

繰出金
5億7,726万円　3.6％

繰越金
20億9,904万円
12.4％

維持補修費
8億7,515万円　5.5％

歳  入
１６９億１４７万円

歳  出
１６０億４,２１３万円

（10 円未満四捨五入）
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飯舘村の財政状況指標
　平成３０年の決算を基に、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定による村の財
政状況を公表します。平成３０年度健全化判断比率等を算定した結果、４つの指標において早期
健全化団体や財政再生団体となる基準を下回りました。このことから、本村の財政状況は健全
な状態にありますが、引き続き、適正な財政運営に努めます。

健全化判断比率 早期健全化基準
※基準を下回るほど健全 飯舘村の財政状況

一般会計での赤字の程度
（実質赤字比率）

１５％ 算定なし

全会計での赤字の程度
（連結実質赤字比率）

２０％ 算定なし

財源の中で借金返済額の占める割合
（実質公債費比率）

２５％ ５．９％

全会計を対象に、一般会計などが将来
負担する借金の財政規模に対する割合

（将来負担比率）
３５０％ 算定なし

新しい村に向かって

福島県営農再開支援事業
… ６億５,６３３万円

深谷地区復興拠点整備事業
… ３億３,９８４万円

スポーツ公園整備事業
… ７億５,４１０万円

学校等再開整備事業
… ２２億２,９５３万円

　平成30年度一般会計決算額の中で、復旧・復興事業に要した歳出総額は131億6,922万円で歳
出全体の約８割を占めました。平成30年度に村が行った主な施策について、紹介します。

～平成30年度に実施した主な施策～

村役場職員の給与などを公表します

数で見る村の状況

○職員の平均年齢、平均給料月額
（平成 30年４月１日時点）

平均年齢 平均給料月額
40.5歳 323,241円

○職員の初任給の状況
（平成 30年４月１日時点）

一般行政職
大学卒 18万 700円
高校卒 14万8,600円

○人件費の状況（普通会計平成30年度決算）

住民基本
台帳人口

（平成31年1月1日）
歳出額 Ａ 実質収支 人件費 Ｂ 人件費率

Ｂ／Ａ

5,704人 160億4,213万円 5億4,676万円 8億208万円 5.0％

○職員数の状況（各年４月１日時点）

職員数
対前年
増減数平成

30年
令和
元年

普

通

会

計

部

門

一

般

行

政

部

門

議 会 2 2 0
総 務 18 20 2
税 務 5 5 0
民 生 9 8 －1
衛 生 10 9 －1
労 働 0 0 0

農林水産 6 6 0
商 工 3 2 －1
土 木 6 6 0

計 59 58 －1
教 育 部 門 10 10 0
小 　 計 69 68 －1

公 営 企 業
等会計部門

そ の 他 6 8 2
小　　計 6 8 2

合　　　計 75 76 1
※職員数は、一般職（嘱託職員及び臨時職員を除く）に属する定員管理上の職員数です。
※人事行政の運営等の状況について、詳しくは村ホームページをご覧ください。

　飯舘村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、人事行政の運営等の状況につい
て公表します。 　　総務課総務係 （☎ ０２４４－４２－１６１１）問

震災後の村の推移をお知らせします。
平成

22年度
平成

23年度
平成

24年度
平成

25年度
平成

26年度
平成

27年度
平成

28年度
平成

29年度
平成

30年度
人口（３月末時点） 6,581人 6,453人 6,335人 6,341人 6,319人 6,262人 6,204人 6,013人 5,807人

出 生 数 51人 37人 51人 48人 65人 50人 57人 47人 42人

死亡者数 89人 93人 86人 79人 81人 85人 89人 109人 95人
メモリアルホールいいたて
利用件数（法要含む） 6 22

園児、児童、生徒在籍数 679人 460人 401人 375人 336人 301人 233人 139人 103人
ふるさと納税

（平成27年からは、
復興までい寄付金含む）

件数 12件 6件 12件 19件 9,611件 6,224件 4,257件 3,324件

金額 420,000円 1,230,000円 2,981,451円 2,259,000円 371,398,901円 240,621,406円 202,039,090円 105,396,000円

義　援　金
件数 80件 1,243件 453件 353件 291件 201件 181件 144件 116件

金額 20,854,353円 290,498,881円 28,986,913円 16,898,873円 38,821,390円 24,301,279円 10,099,182円 12,351,441円 3,559,896円

いいたてっ子
未来基金

件数 ３件 140件 176件 207件 140件 100件 151件 132件

金額 275,008円 39,783,376円 39,065,597円 28,307,277円 10,391,371円 32,422,195円 20,726,480円 20,090,116円

イノシシの捕獲数 10 0 59 221 100 215 509 232 650

サルの捕獲頭数 0 0 4 8 5 13 18 21 27



飯舘
百景

　
８
月
25
日
、い
い
た
て
ス
ポ
ー
ツ
公

園
で
、第
8
回「
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ

ル
フ 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。第
16
回「
飯
舘
村
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ

大
会
」を
兼
ね
た
開
催
で
す
。

　
こ
の
交
流
会
は
、平
成
24
年
、全

村
避
難
の
中
、福
島
市
飯
野
町
の
飯

野
野
球
場
で
、初
め
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。当
日
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
避
難

先
か
ら
、大
勢
の
村
民
が
会
場
に
集

村民グラウンド・ゴルフ
    スポーツ交流会

い
、プ
レ
ー
を
通
じ
て
仲
間
と
の
再

会
を
喜
び
合
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
毎
年
、年
に
一
度
の
開

催
を
重
ね
て
、昨
年
の
第
７
回
か
ら

は
、い
い
た
て
ス
ポ
ー
ツ
公
園
が
会
場

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
交
流
会
に
も
、元
気
な
笑

い
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。約
１
０
０

人
の
参
加
者
が
、16
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー

ク
マ
ッ
チ
の
男
女
別
個
人
戦
で
、ス
コ

ア
を
競
い
ま
し
た
。

グラウンドの緑が、青空に映えます。互い
に声援し、冗談を言っては笑い合う参加者
の皆さん。なごやかにホールを回り、交流
会でのプレーを楽しんでいました。

男
子
の
部

優   

勝  

長
澤
茂
さ
ん
（
大
倉
）

準
優
勝  

青
木
香
一
さ
ん
（
大
久
保
・
外
内
）

第
3
位  

井
上
幸
吉
さ
ん
（
前
田
）

女
子
の
部 

優   

勝  

杉
浦
オ
ナ
ス
さ
ん
（
伊
丹
沢
）

準
優
勝  

庄
司
イ
ネ
子
さ
ん
（
関
沢
）

第
3
位  

中
島
友
子
さ
ん
（
比
曽
）

大 

会 

結 

果

令和元年10月号 14令和元年10月号15



かつてない課題に向き合い、
村の再生にまい進してきた８
年半の軌跡を、復興対策課の
取り組みにスポットをあて、
シリーズで振り返ります。

Vol.2 農地の再生

復興対策課の挑戦

連載

復興対策課の挑戦 　  農地の再生

今年度の予算も含める
とこれまで15億円を
かけて村内1545haの
農地の保全管理を行っ
ています。

農地の再生を地域と共に

　「飯舘村鳥獣被害対策実施隊」が、イノ
シシ・サルなど農地を荒らす有害鳥獣の駆
除を行っています。現在の隊員は20人。週
３回村内のパトロールを行い、ワナを仕掛
けて駆除を行います。農政第二係では、隊
員の訓練や活動を支援しています。

　電気牧柵、ワイヤーメッシュなどを供給し、
鳥獣の被害防止対策を支援しています。

イノシシ・サルから農作物を守る

　営農を再開する
人へ、堆肥の供給
を行っています。
堆肥は、村が購入
したものを、10aあ
たり１ｔを基準に、
無料で供給し
ています。

農地の再生へ 堆肥を供給
　つくった野菜を安心して食
べられるよう、切り刻まなくとも
測定ができる非破壊式放射能
測定器を、村内10か所に配置
しており、場所ごとに曜日を決
めて測定しています。※簡易
な検査ですぐに測定結果が分
かりますが、証明には利用でき
ませんのでご注意ください。

つくった野菜の簡易測定

　地力を回復するために農地で栽培さ
れる景観作物。菜の花、ポピー、ヒマワリ
と、季節ごと地域ごとに、さまざまな花畑
を観ることができるようになりました。花が
終わると土にすきこまれ、緑肥となります。

　
農
政
第
二
係
は
、平
成
30
年
度
か
ら
設

け
ら
れ
た
新
し
い
係
で
す
。政
府
が
定
め

た「
復
興
・
創
生
期
間
」が
来
年
１
年
間
で

満
了
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
、保
全
管
理

方
法
の
見
直
し
や
、営
農
再
開
へ
の
支
援

を
、農
政
第
一
係
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
き

ま
す
。村
民
の
皆
さ
ん
の「
や
る
気
」に
応

え
て
い
き
ま
す
。

　農政第二係 
髙橋由文係長

飯舘村鳥獣被害対策実施隊
菅野満郎 隊長（深谷）

  クリムゾンクローバー
      （関根・松塚）

これまで村内に張られた
電気牧柵を全部つなげる
と、総延長は754km！
その長さは何と、村から
京都府京都市までの道の
りに相当します。

平成27年度から
今年9月までの堆
肥の供給量は約
3,733ｔです。

鳥獣被害対策実施隊で
は、平成22年度から
昨年度まで、イノシシ
1,996頭、サル96頭を
駆除しています。

鳥獣被害対策実施隊が活躍

※菅野隊長は、パトロールをしていて、
「”屋外にエサになるものを置かない”とい
う注意がよく守られている」と感じている
そうです。今後も引き続き、皆で協力して
注意をはらっていきましょう。

 新 た な
 にぎわい

商工業の再生

村内

いきがい農業

村内

新規就農
   定 着

森林再生

村内

事業継続

村外

操業継続

村内

商

販売促進支援

３
/４

+５
％

補
助

他

イ
ベ

ン
ト

・
PR

農

普及指導

販
路

開
拓３/４

+５％補助他

なりわい農業

観光資源の再生

村内

いきがい菜園
 （仮設住宅）

村外

営農再開

村外

仮
設
住
宅
支
援

農

１/２
補助他

堆肥の提供

電
気

牧
柵

 新 た な
    農 業

　各行政区の農業復興組合が行う、農地
の草刈り、耕起などの作業、緑肥となる景
観作物の栽培（下記参照）などに、補助を
行っています。全村避難を経て、遊休地と
なっている農地の保全は大きな課題。それ
ぞれの実情に合わせた取り組みを、地域と
共に進めています。

鳥獣被害対策に力を注いでいます

農政第二係から

シリーズ第2回の今回は
 この図の地中の部分、
 農地保全・農地再生に
 ついてお伝えします。

獣害対策

作付実証

地力回復

除　染

賠償請求支援

個人線量管理

　　農地保全
  （農業復興組合）

保全と地力回復 そして農地の再生へ

　農政第二係は、除染後の農地の地力回
復や、鳥獣被害対策に取り組み、農政第
一係と連携しながら、村民の営農再開や
農地保全をバックアップしています。また、
旧除染対策係の業務を引き継ぎ、村内の
線量モニタリングなどを継続している他、
環境省の各種事業にも対応しています。

村を彩る景観作物

　
週
に
３
回
、２
人
１
組
で
パ
ト

ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。隊
員

は
、村
民
の
暮
ら
し
を
守
り
た

い
、村
の
要
請
に
応
え
た
い
と
い

う
思
い
で
、み
ん
な
一
生
懸
命
に

や
っ
て
い
ま
す
。

個人線量計など
の貸し出しも
行っています。

放射線対策を推進しています

平成29年度までに
放射能測定器10台
を約5,200万円で購
入しました。
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開校への動きと
全国学力調査の
結果を報告します

教育委員会
NEWS !

No.５

　義務教育学校の来年４月の開校と校名を定める条例が、９月議会
定例会で議決され、校名「いいたて希望の里学園」が正式に決定しま
した。
　新しい学校の校章と校歌の制作も進められており、準備委員会で
決定次第、紙面でお知らせいたします。

　平成31年４月に全国学力・学習状況調査が行われました。この調査の目的は、児童・生徒の学力や学
習状況を把握・分析し、今後の教育活動に役立てていくことです。村教育委員会では、調査結果から、飯
舘の子ども達のよさや課題を把握し、子ども達の確かな学力を育むことを目指します。

令和元年度「全国学力・学習状況調査」の結果から

「いいたて希望の里学園」正式決定

「いいたて希望の里学園」の校歌（作詞）をお願
いしている俳人の黛まどかさんが来校し、子ども
達と校歌制作について、意見を交わしました。

新しい校歌が誕生します　
●子ども達との意見交換会●

　
新
し
い
学
校
の
校
歌
の
作
詞
は
、

俳
人
の
黛
ま
ど
か
さ
ん
に
依
頼
し
ま

し
た
。黛
さ
ん
は
、村
の
魅
力
を
広

く
伝
え
る「
ま
で
い
大
使
」の
一
人
。

小
中
学
生
の
想
い
を
直
接
聞
こ
う

と
、９
月
７
日
に
来
校
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
は
、豊
か
な
村
の
自
然
、

村
民
の
優
し
さ
、伝
統
芸
能
な
ど
に

つ
い
て
語
り
、「
未
来
」や「
希
望
」が

感
じ
ら
れ
る
言
葉
を
取
り
入
れ
て
ほ

し
い
と
話
し
ま
し
た
。

　
小
学
生
は
、村
の
自
然
や
伝
統
に

つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
や
、村
民
と
の
交

流
に
つ
い
て
発
表
。ま
た
、夜
空
の
美

し
さ
、冬
の
遊
び
の
楽
し
さ
な
ど
を

村
の
魅
力
と
し
て
挙
げ
、「
村
民
が

助
け
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
も

歌
詞
に
こ
め
た
い
」と
伝
え
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
と
対
話
し
た
黛
さ
ん

は
、「
避
難
を
経
て
出
発
す
る
新
し

い
学
校
の
校
歌
。限
ら
れ
た
言
葉
に

は
な
る
け
れ
ど
、子
ど
も
達
の
想
い

を
込
め
て
い
き
た
い
。将
来
村
を
離

れ
て
も
、辛
い
時
に
は
背
中
を
押
し

て
く
れ
る
、勇
気
づ
け
て
く
れ
る
よ

う
な
校
歌
に
し
た
い
」と
思
い
を
強

く
し
て
い
ま
し
た
。

小学校にて

中学校にて

教科に関する調査の結果から
教　科

話し手の意図を捉えながら聞く。自分の理解
を確認するために質問をする。

教　科
封筒の書き方。論の展開にふさわしい語句や
文の使い方。

「児童・生徒質問用紙」と「教科に関する調査結果」とのクロス集計から（小6・中3）

関連項目
各教科に対する関心　　話し合い活動への積極的な参加
授業で学んだことを他の学習に生かすこと　　

質問紙調査に関する調査の結果から

家で自分で計画を立てて勉強している子どもは正答率が高い傾向が見られる。

「全国学力・学習状況調査」の結果を受けての取り組み

♪
♬

小6国語

小6算数

中3国語

中3数学

中3英語

図形の性質を理解して他の図形を構成する。

図表・グラフの読み取り方や目的に応じた効
果的な使い方。

減法、除法の意味を理解し、その性質を活用
する。

相手に分かりやすく伝えるための表現の工
夫。

関数領域。問題解決の方法を数学的（論理
的）に説明する。

読書時間

地域行事への参加

家庭学習時間の個人差

図形領域。平行移動の意味の理解。確率の求
め方。

日常的な話題についてそのあらすじと内容を
理解する。

まとまりのある英語を聞いて、必要な情報を
整理する。

自分で計画を立てて学習すること
朝食摂取率

朝食を毎日食べている子は正答率が高い傾向にある。

地域や社会で起こっているできごとに関心がある子は、正答率が高い傾向にある。
家庭で学校の話題を多くする子は、正答率が高い傾向にある。

関連項目
学習習慣

生活習慣

家庭や地域
との関わり

クロス集計で見られるよい傾向の一例

学校生活
  関 連 
家庭生活
  関 連 

よくできている所

よくできている所

よくできている所

課題となっている所

課題となっている所

課題となっている所

少人数教育のよ
さを生かして、一
人ひとりの状況
に応じた丁寧な
学習指導を心が
け、学力の定着
を図ります。

「ふくしまの授
業スタンダード」
「飯舘型学習ス
タイル」をふまえ
て、主体的・対話
的で深い学びを
行います。

家庭学習の定
着に向けた効
果的な取り組み
を家庭と連携し
て推進します。

学校訪問（指導
訪問）や教職員
研修会等を通し
て教員の指導
力向上に努めま
す。

学校運営委員会
を活性化し、地
域に開かれた学
校づくりに努めま
す。

学校で本調査結
果を生かした教
育活動が推進で
きるように支援し
ます。

教育委員会
   では

規則正しい生活を送らせる
ようにしましょう。早寝・早起
き・朝ご飯が大切です。

学校での出来事を家庭での
話題にして、たくさんの「ほ
め言葉」と「励まし」をお願
いします。

家庭学習を習慣化すること
ができるように、子どもたちが
「やる気」がもてるような声
掛けを心がけることが大切
です。

家
庭
・
地
域
・
学
校
・
教
育
委
員
会
の
連
携
で

　
　い
い
た
て
っ
子
の
確
か
な
学
力
を
育
む

学校
では

ご家庭
 では
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教育のページ

　
９
月
３
日
、国
立（
く
に
た

ち
）音
楽
大
学
の
学
生
54
人

が
、小
学
校
・
中
学
校
を
訪

れ
、音
楽
の
授
業
や
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
で
、児
童・生
徒
と
交

流
し
ま
し
た
。

　
小
学
生
を
招
い
て
の
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、「
国
音
音

教
合
唱
団
」と
し
て
、す
ば

ら
し
い
合
唱
を
聴
か
せ
ま
し

た
。学
生
が
四
部
合
唱
に
編

曲
し
た
３
小
学
校
の
校
歌

も
披
露
。胸
を
す
く
ハ
ー
モ

ニ
ー
が
多
目
的
ホ
ー
ル
に
響

歌詞のシーンを演じて合唱をさらに楽しく

同大で30年ぶりに復活した「合唱行脚」での来県

　
9
月
５
日
、草
野
・
飯
樋
・

臼
石
小
学
校
で
、「
キ
ッ
ズ

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」の
特
別

授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ

れ
は「
東
京
マ
ラ
ソ
ン
財
団
」

が
、東
京
マ
ラ
ソ
ン
チ
ャ
リ

テ
ィ
基
金
を
活
用
し
て
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、日
本

を
代
表
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
５

人
が
来
校
し
、３
〜
６
年
生

と
先
生
方
に
、プ
ロ
グ
ラ
ム
を

伝
授
し
ま
し
た
。

　
後
半
に
は
、児
童
と
一
緒

に
先
生
方
も
参
加
し
て
、

「
ミ
ニ
東
京
マ
ラ
ソ
ン
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。一
同
は
、ラ
ン

ナ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
、応
援
役
な

ど
を
交
互
に
体
験
。多
く
の

人
が
関
わ
る
こ
と
で
、マ
ラ
ソ

ン
大
会
の
感
動
が
生
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
体
感
し
て
い
ま

し
た
。

　
児
童
が
い
き
い
き
と
楽
し

ん
だ
キ
ッ
ズ
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

ス
の
用
具
一
式
は
小
学
校
に

贈
ら
れ
、引
き
続
き
授
業
な

ど
で
、活
用
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

ランナー体験の後はスタッフにも挑戦

あふれる音楽の楽しさを体感
国立音楽大学の皆さんと共に

  日本を代表するアスリートと
キッズアスレティックスで交流

投げるフォームや駆け足のコツも教わりました

く
と
、児
童
も
心
の
こ
も
っ

た
拍
手
で
応
え
て
い
ま
し

た
。演
奏
後
、代
表
の
児
童

は「
た
く
さ
ん
の
楽
器
が
響

い
て
い
る
よ
う
で
本
当
に
す

ご
か
っ
た
」と
感
動
を
伝
え

ま
し
た
。同
行
し
た
同
大
の

先
生
方
か
ら
は「
こ
の
学
校

の
子
ど
も
達
は
、声
が
出
て

い
て
し
っ
か
り
歌
え
る
」と

お
ほ
め
の
言
葉
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。音
楽
が
心
を
つ
な

ぐ
、あ
た
た
か
な
ひ
と
と
き

で
し
た
。

ストックホルム市庁舎の「黄金
の間」 日本から持参した紙風船

や竹とんぼを紹介

EUROPE × 飯舘村
「未来への翼」北欧を行く！
　８月13日から20日まで、「未来への翼」北欧研修
を行いました。今年は、中学生に加え、これからの
村をリードしていく30代から40代の村民、スタッフ、
合わせて18人が参加しました。
　一行は、世界の中でも幸福度が上位のスウェー
デンとフィンランドの幼児教育、高齢者福祉の取り
組みを視察。中学生はホームステイを通して現地
の方との交流も楽しみました。
　詳しくは、10月27日の「いいたて村文化祭」で報
告します。ぜひ、足をお運びください。

認知症患者の専門施設「シルビアヘメット」 ヘルシンキのウスペンスキー寺院にて

ヨーロッパ

参加した中学生はこんなことを感じて帰国しました

英会話ができればもっと楽しいだろうと思った。勉強して英語が好きになりたい。

レンタル自転車や自転車専用の道路などがあって、環境に優しい取り組みが行われていた。

ホストファミリーと一緒にサウナに入り、裸の付き合いで仲がより深まった。

世界で最も早く女性の参政権を認めた北欧は、男性も女性も幸福な国々だと思った。

保育園でも高さのある遊具で思い切り遊ばせていて『自己責任』という考え方が徹底されていた。

生涯学習のページ
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ほけんとふくし

食事のリズムを見直して、生活習慣病を予防しよう！
あなたの食生活をチェック！

□ 朝ごはんを食べないことがある。
□ 食事と食事の間が８時間以上空く。
□ 夜ごはんを多く食べる。
□ 甘い飲み物をよく飲む。お菓子をよく食べる。

いくつチェックがつきま
したか？数が多いほど、
食生活が乱れている傾向
にあります。

食生活が乱れた時に起こる身体への影響

食べ過ぎにより、食後の血糖値が急上昇し
やすくなる。体脂肪が増加しやすくなる。

低血糖になり、昼ごはんを食べた時に血糖
値が急上昇しやすくなる。

中性脂肪値が高い状態が長時間続く。血糖
値の上昇、体脂肪が増加しやすくなる。

朝ごはんを食べないと…

食事と食事の間が
８時間以上空くと…

夜ごはんを
多く食べると…

甘い飲み物をよく飲み
お菓子をよく食べていると…

生
活
習
慣
病
に
つ
な
が
る甘い飲み物の糖は中性脂肪値を上げ、内臓

脂肪を増やしやすい。

１日３食のバランスの良い食事が基本！
　「飯舘村食を考える会」では、バランスの
よい食事がひと目でわかるランチョンマットを
作成し、敬老会で配布しました。「主食（ご
飯）」「主菜（肉や魚）」「副菜（野菜や海藻）」
「汁物」の４つの部分に分かれたこのマット
を使うことで、家庭での食事を見直したり、コ
ンビニやスーパーで買ったお惣菜や弁当に
何が足りないのかを気づいたりできます。ぜ
ひ活用してみてください。

食生活改善のコツ！

コンビニ食での活用例家庭食での活用例

～飯舘村食を考える会のバランスランチョンマット～

　「飯舘村食を考える会」は、“食”について楽しく学び、家族・地域の健康
増進のために活動する自主グループです。主な活動内容として、「子ども
向けの料理教室」「男の料理教室」「各行事での食育活動」などを行って
います。あなたも一緒に、健康的な食生活について学んでみませんか？

「飯舘村食を考える会」から会員募集のお知らせ

✓ 飯舘村敬老会
　
９
月
８
日
、飯
舘
中
学
校
体
育
館

で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、約
３
５
０

人
の
方
が
ふ
る
さ
と
飯
舘
村
で
長
寿

の
祝
い
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
の
敬
老
会
に
招
待
さ
れ
た
の

は
75
歳
以
上
の
１
０
６
６
人
。村
、県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
か
ら
祝
い

の
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
で
は
、参
加
者
を
代
表
し
、飯

樋
善
二
郎
さ
ん（
上
飯
樋
）が「
避
難

生
活
を
経
験
し
、村
で
の
生
活
が
ど

れ
ほ
ど
大
切
だ
っ
た
か
を
思
い
知
っ

た
。村
で
敬
老
会
を
迎
え
ら
れ
て
う

れ
し
く
思
う
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

武田　守さん・栄子さんご夫妻（草野）
福井良夫さん・洋子さんご夫妻（草野）
渡邊守男さん・里子さんご夫妻（小宮）
阿部久夫さん・トヨさんご夫妻（宮内）
今野茂之さん・ヨシイさんご夫妻（前田・八和木）
星　　皜さん・初江さんご夫妻（前田・八和木）
横山正秀さん・ユキイさんご夫妻（前田・八和木）　
桑折　光さん・利恵子さんご夫妻（上飯樋）
須藤留吉さん・トメ子さんご夫妻（比曽）　
鴫原誠一さん・タキ子さんご夫妻（長泥）
菅野　敬さん・皆子さんご夫妻（関根・松塚）　
齋藤政行さん・節子さんご夫妻（前田）
武藤孝一さん・やい子さんご夫妻（二枚橋・須萱）

結婚５０年を迎えらえた13組の金婚夫妻を表彰 ！

こ
れ
か
ら
も
末
永
く

　
　
　
　
　
　お
幸
せ
に
。

長寿の秘訣は
、笑うこと？！

     金婚夫妻代表
菅野敬さん・皆子さん

敬老会には、相馬農業高校飯舘校
から毎年心を込めた祝い品をいた
だいていましたが、同校の生徒募
集の停止に伴い今回が最後となり
ました。村は、長年の取り組みに深
謝し、同校に感謝状を贈りました。

大切に使って

くださいね♡

家庭クラブより

までいの里のこども園 飯 舘 村 婦 人 会

歌と踊りの
 プレゼント

お笑い
コンビ

「母心
」によ

る

爆笑の
ステー

ジ！

　健康福祉課では、ご希望に
応じて、電話相談、訪問相談
も行っております。「食を考
える会」への入会についても
お受けします。お問い合わせ
は ☎0244-42-1637まで。

糖
尿
病

高
血
圧

高
脂
血
症

ほけんとふくし
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いいたて便り

手づくりの灯りを楽しもう
オイルキャンドル講習会
　９月10日、ほばらや生花店（川俣町）に勤務す
る佐藤厚子さんを講師に、交流センター「ふれ愛
館」で、生涯学習事業「オイルキャンドル教室」が
開かれました。オイルキャンドルとは、プリザーブド
フラワーと専用オイルを容器に入れてつくるキャン
ドルです。19人の女性が参加して、教室は和や
かな雰囲気で行われました。初めにオイルキャンド
ルについて説明を受け、それぞれ好きなプリザー
ブドフラワーを選んで製作をスタート。イメージをふ
くらませながら、素敵な作品を完成させました。

投打にわたり活躍するも惜敗
市町村対抗軟式野球大会

「楽しかった」と参加者の皆さん。
前列中央が講師の佐藤さんです

　９月７日に開幕した第13回市町村対抗福島県
軟式野球大会。飯舘村チームは、同15日、伊達市
の「ほばら大泉球場」で、１回戦に臨みました。村
チームは、対戦相手の大玉村チームに対して、草
野隆洸投手の好投、積極的な走塁などで、優位
に試合を展開。小刻みに得点を重ね、４対２でリー
ドしたまま最終回を迎えましたが、好機を生かし
た大玉村に３点を奪われ、あと一歩のところで二
回戦進出を逃しました。惜しい試合でした。選手
の皆さん、おつかれさまでした。

”よい仕事おこし”フェア
実行委員会と包括連携協定
　８月23日、村は、全国の信用金庫でつくる「“よ
い仕事おこし”フェア実行委員会」と、地域振興・
復興促進に向けた包括連携協定を結びました。
締結式は、村役場で行われ、同委員会の事務局
を務める城南信用金庫の川本恭治理事長、あぶ
くま信用金庫の太田福裕理事長、菅野村長が協
定書に署名しました。10月７・８日には早速、東京
国際フォーラム（東京都）で行われる「“よい仕事
おこし”フェア」に村が初出展する予定で、村内産
のカスミソウやトルコギキョウの展示も行われます。

左から､門馬副村長､菅野村長､太田理事長､川本理事
長､までい大使の佐川旭さん｡出席者の記念撮影で

元気いっぱい活動したよ！
いいたてキャンプ
　８月31日から一泊二日で、生涯学習課主催の

「いいたてキャンプ」が行われました。開催場所
は、「宿泊体験館きこり」です。
　当日は、事前に申し込みをしていた３組の親子
が、きこりに集まりました。木製の用具を使って火お
こしをしたり、バーベキューをしたり、花火をしたり。
キャンプならではの体験を通して、それぞれの親
子が、夏休みの特別な時間を楽しんでいました。
また、さまざまな活動で協力をしながら、親子同士
も親睦を深めました。

トレーニングルームで開催
体力・運動能力測定会
　８月18日に、「いいたてスポーツ公園」で実施さ
れた「体力・運動能力測定会」。村のスポーツ委
員が測定員を務め、握力・長座体前屈・反復横跳
び・シャトルラン（往復持久走）などの測定を行いま
した。測定結果がスポーツ庁の調査にも生かされ
ることから、調査への協力者も、この測定会に参
加しました。スポーツ庁は、日本人の体力・運動能
力について、全国一斉の調査をしていて、県を通
じて村へも調査の依頼が来ています。今回の調
査協力は、震災後初めて再開されたものです。

測定は和やかな雰囲気で行われました。測定結果か
ら分かる「体力年齢」も今後の生活の参考に！

あったか笑顔の交流
第２回「福祉チャリティー祭り」

　８月25日、交流センター「ふれ愛館」で、第２回
「福祉チャリティー祭り」が開かれました。この催
しは、飯舘村社会福祉協議会の主催。「いきいき
楽しい いいたて福祉まつり」をテーマに、関係団
体やボランティアグループが、活動報告の展示な
どを行いました。また、数多くの協力団体が、趣向
を凝らした飲食コーナー、音楽や舞踊のステージ
で来場者をもてなし、バザーや特産品の販売も行
いました。会場内はどこも、やさしい笑顔の交流で
にぎわっていました。

協力団体の一つ「奈良楽しくコーラス」によるス
テージ。音楽を通して来場者と交流しました

キ
ャ
ン
プ
の
夜
を

　
　満
喫
し
ま
し
た

さわやかな青空の下で、熱戦が繰り広げられまし
た。左上の円内は先制のホームに滑り込む草野投手

村は､村主催のイベントや村民の皆さんの取り組みを取材し､広報紙･ホームページ等に掲載
しています｡写真掲載に不都合がある方は､お手数でも総務課企画係までご連絡ください。 令和元年10月号 24令和元年10月号25



　
青
空
に
映
え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
カ
カ
シ

達
！
思
わ
ず
車
を
停
め
て
眺
め
て
し

ま
っ
た
人
も
い
た
の
で
は
？
現
場
は
伊

丹
沢
、會
田
征
男
さ
ん
の
水
田
で
す
。

　
征
男
さ
ん
の
妻
・ツ
タ
枝
さ
ん
に
、そ

の
ワ
ケ
を
聞
く
と
…
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
来
て
く
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の“
カ
カ

シ
班
”が
つ
く
る
の
よ
。道
具
は
持
参
、

家
の
周
り
に
あ
る
物
も
材
料
に
し
て
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
は
、関
東
地
方
の
方
が
中
心

で
、居
住
地
も
職
業
も
年
齢
も
さ
ま
ざ

ま
。會
田
さ
ん
夫
婦
が
力
を
注
ぐ「
飯

舘
復
興
の
桜
」の
並
木
の
手
入
れ
や
、

米
作
り
の
手
伝
い
に
、た
び
た
び
會
田

家
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

身近な話題を
お寄せください

　８月25日、「いいたて球場」
で開催された毎夏恒例の野
球大会「飯舘村野球連盟理
事長杯」。村内の企業や行政
区がつくる７チームが、和気あ
いあいとした雰囲気で、かつ
熱いゲームを展開しました。

話題の
パレット

☎0244-42-1613

伊丹沢

會田 ツタ枝 さん

　「
お
母
さ
ん
っ
て
呼
ん
で
く
れ
る
の
」

と
ツ
タ
枝
さ
ん
。「
行
っ
て
も
い
い
？
お

か
ず
は
持
っ
て
行
く
か
ら
ご
飯
炊
い
と

い
て
く
れ
る
？
」と
連
絡
が
来
る
こ
と

も
あ
る
と
か（
本
当
に
実
家
み
た
い
で

す
ね
）。メ
ン
バ
ー
は
離
れ
に
泊
ま
り
、

飯
舘
ラ
イ
フ
を
満
喫
し
な
が
ら
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
す
。「
こ
こ
が
大

好
き
っ
て
言
っ
て
く
れ
て
、私
達
は
言
葉

で
は
言
い
表
せ
な
い
く
ら
い
、元
気
を
も

ら
っ
て
い
る
の
」。間
も
な
く
稲
刈
り
で

す
。カ
カ
シ
達
も
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。 工場では神事を行い、炉に火を

入れました。火入れ式では、工
房の４代目で鍛冶職人の貴大さ
んが鋼（はがね）を強く打ち発
熱させて火を起こし、その火を
炉に入れました。

　畑がやわらかな緑に染まっ
ていました。目黒正光さん（伊
丹沢）が、地域の人から借り
た農地につくりあげた畑で
す。農業用機械も借りながら
の新たな挑戦でしたが、見事
な白菜が一面に並びました。

　９月14日、「刃物の館やす
らぎ工房」飯舘工場で火入
れ式が行われました。村へ
の新規の企業進出は、震災
後初めて。続いて行われた
開所式では、関係者が今後
への期待を語り合いました。

爽快に晴れ渡った
青空の下、「いい
たて球場」に球音
が響きました。

昨年に続いて
「ファイターズ」が
優勝しました！

募集期間　10月15日（火）から11月８日（金）

読書メッセージコンテスト
教えてください おすすめの本

自分が読
んだ中か

らおすす
めの本を

みんなに
伝えるメ

ッセージ
。

１００字
程度で募

集します
。

　応募用紙は９月に全戸配付しており
ます。また、HPからも取得できます。
　応募ポストは、役場窓口と交流セン
ターに設置します。郵送やメールでも応
募できます。

最優秀賞　１人（5,000円分図書カード）
優秀賞　　６人（３，０００円分図書カード）
JPIC賞    ７人（３，０００円分図書カード）

交流センター「ふれ愛館」（飯舘村 生涯学習課）
〒960-1801  飯舘村草野字大師堂17
☎ 0244-42-0072
　 kouminkan@vill.iitate.fukushima.jp

工房主催の開所式は、交流セン
ター「ふれ愛館」で行われまし
た。あいさつで感謝と抱負を語
る工房の二瓶信男代表。あたた
かなお人柄と職人としての誇り
が伝わりました。

いただいた仕事を一つひ
とつていねいに、までい
にやっていく。お客様に喜
んでいただけるよう熱意を
もってやっていきたい。

   教えてください

     そ
のワケを

＃５

   その
こころはっ

昨年の稲刈りの時の

スナップ写真。

いだてん金栗四三もいるよ

  よしこちゃん
（美容師さんのカット
  練習人形から転職）

再現度がすごい！

大変でもやってみれ
ば面白いんだよね。
十分に検査を受けて
出荷を目指します。
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おしらせ
第６次総合振興計画９

１３ 策定委員会がスタートしました

　村
は
、こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り

の
指
針
と
な
る「
飯
舘
村
第
6
次

総
合
振
興
計
画（
6
次
総
）」の

策
定
を
行
い
ま
す
。こ
の
計
画
は
、

令
和
3
年
度
か
ら
令
和
7
年
度

ま
で
の
5
年
間
に
わ
た
る
村
全
体

の
計
画
と
な
り
ま
す
。

　9
月
13
日
に
は
、村
民
代
表
、

有
識
者
、役
場
職
員
で
組
織
さ
れ

た
計
画
策
定
委
員
会
が
、初
回
の

会
議
を
開
き
ま
し
た
。委
員
長
に

は
福
島
大
学
行
政
学
類
の
鈴
木

典
夫
学
類
長
が
、副
委
員
長
に
は

村
民
代
表
か
ら
大
内
亮
さ
ん
が

就
任
。鈴
木
委
員
長
が「
長
い
間

村
民
の
皆
さ
ん
に
学
生
と
も
ど
も

お
世
話
に
な
り
、避
難
の
中
で
も

多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
。恩
返
し
が
し
た
い
」と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、早
速
、議
事
の
協
議

が
始
ま
り
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容

や
、計
画
策
定
の
進
め
方
な
ど
に

つ
い
て
、委
員
が
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。今
後
は
、中
学
生
以
上

の
村
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
、地
域
別
の
話
し
合
い
、

専
門
部
会
の
話
し
合
い
な
ど
が
、

順
次
始
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

村役場で開かれた第1回
策定委員会。中央はあ
いさつする鈴木委員長

令和元年10月号 28
令和元年10月号 28令和元年10月号29

入札結果をお知らせします

１
日	•

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
軟
式
野
球　

村
チ
ー
ム
結
団
式
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

	
•

前
田
・
八
和
木
地
区
／
前
田
地
区
農
地
中
間
管
理
事
業
等
説
明
会
（
各
地
区
集
会
所
）

１
～
５
日•

大
阪
大
学　

飯
舘
村
環
境
放
射
線
研
修
（
村
内
各
所
）

３
～
⓱
日•

９
月
議
会
定
例
会
（
村
役
場
議
場
）

３
日	•

賑
わ
い
づ
く
り
庁
内
検
討
委
員
会
（
村
役
場
）

７
日	•

沖
縄
ま
で
い
の
旅　

第
１
回
事
後
研
修
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

８
日	•

飯
舘
村
敬
老
会
（
飯
舘
中
学
校
体
育
館
）

	
•

臼
石
地
区
作
付
再
開
計
画
等
説
明
会
（
臼
石
集
会
所
）

⓾
日	•

第
３
回
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
会
議
（
い
い
た
て
ス
ポ
ー
ツ
公
園
管
理
棟
）

	
•

ナ
タ
ネ
栽
培
指
導
会
（
Ｊ
Ａ
飯
舘
総
合
支
店
）

⓾
～
⓳
日•

ラ
オ
ス　

パ
ラ
水
泳
選
手
団　

村
内
で
合
宿
（
学
校
エ
リ
ア
屋
内
プ
ー
ル
他
）

⓫
日	•

ラ
オ
ス　

パ
ラ
水
泳
選
手
団　

表
敬
訪
問
（
村
役
場
）

⓬
日	•

ラ
オ
ス　

パ
ラ
水
泳
選
手
団　

中
学
生
と
交
流
及
び
村
内
視
察
（
飯
舘
中
学
校
・
村
内
各
所
）

⓭
日	•

第
１
回
飯
舘
村
第
６
次
総
合
振
興
計
画
策
定
委
員
会
（
村
役
場
）

	
•

関
沢
地
区
作
付
再
開
計
画
等
説
明
会
（
関
沢
集
会
所
）

⓮
日	•

や
す
ら
ぎ
工
房
飯
舘
工
場　

火
入
れ
式
及
び
開
所
式
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」
他
）

⓯
日	•

第
13
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会
１
回
戦  

対
大
玉
村
戦（
伊
達
市
・ほ
ば
ら
大
泉
球
場
）

	
•

「
未
来
へ
の
翼
」
北
欧
研
修　

事
後
研
修
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

	
•

小
宮
地
区
／
八
木
沢
芦
原
地
区
作
付
再
開
計
画
等
説
明
会
（
各
地
区
集
会
所
）

	
•

大
倉
地
区
基
盤
整
備
作
図
会
議
（
大
倉
集
会
所
）

⓱
日	•

Ｊ
Ａ
水
稲
収
穫
・
出
荷
指
導
会
（
Ｊ
Ａ
飯
舘
総
合
支
店
）

⓲
日	•

ラ
オ
ス
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と
の
覚
書
締
結
式（
宿
泊
体
験
館
き
こ
り
）

⓳
日	•

田
中
和
徳
復
興
大
臣　

来
村（
村
役
場
）

	
•

飯
舘
村
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
連
絡
協
議
会（
Ｊ
Ａ
飯
舘
総
合
支
店
）

⓳
・
⓴
日•

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
山
形
県
大
蔵
村
）

⓴
日	•

第
９
回
農
業
委
員
会
定
例
総
会
（
村
役
場
）

	
•

飯
樋
四
行
政
区
農
政
関
連
事
業
等
学
習
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

㉒
日	•

小
宮
地
区
作
付
再
開
計
画
等
説
明
会
（
小
宮
集
会
所
）

	
•

飯
樋
町
地
区
農
地
中
間
管
理
事
業
等
説
明
会
（
飯
樋
町
集
会
所
）

㉓
日	•

深
谷
地
区
作
付
再
開
計
画
等
説
明
会
（
深
谷
集
会
所
）

㉔
日	•

定
例
教
育
委
員
会
（
村
役
場
）

	
•

賑
わ
い
づ
く
り
定
例
会
（
村
役
場
）

㉕
日	•
第
５
回
学
校
運
営
協
議
会
（
村
役
場
）

㉗
日	•
「
心
か
よ
わ
す
優
し
い
認
知
症
ケ
ア
」
講
演
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

	
•

ゆ
ず
カ
フ
ェ　

開
催
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

	
•

義
務
教
育
学
校
に
関
す
る
住
民
懇
談
会
（
ま
で
い
の
里
の
こ
ど
も
園
）

	
•

環
境
経
済
・
政
策
学
会
村
内
研
修
（
村
役
場
・
松
塚
地
区
・
飯
樋
地
区
）

㉙
日	•

賑
わ
い
づ
く
り
村
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

	
•

小
宮
地
区
／
上
飯
樋
地
区
農
地
中
間
管
理
事
業
等
説
明
会
（
各
地
区
集
会
所
）

	
•

宮
内
地
区
中
山
間
協
定
見
直
説
明
会
（
宮
内
公
会
堂
）

	
•

粗
大
ご
み
受
け
入
れ
（
飯
舘
ク
リ
ア
セ
ン
タ
ー
）

㉚
日	•

飯
舘
村
表
彰
式
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

９
月
の
村
の
動
き
と
主
な
で
き
ご
と

おしらせ
入札日／ 7月5日（単位：円）

工事（業務）の番号・名称 契約額（税込） 請負業者 完成予定

小滝橋修繕設計業務 11,167,200円（一財）ふくしま市町村支援機構 令和２年
３月下旬

橋梁点検業務委託 11,070,000円（一財）ふくしま市町村支援機構 令和２年
３月下旬

大師堂住宅団地敷地造成工事監理業務 3,423,600円（一財）ふくしま市町村支援機構 令和２年
３月下旬

橋梁長寿命化修繕計画策定業務 2,613,600円（一財）ふくしま市町村支援機構 令和２年
３月下旬

営農再開支援水利施設等保全事業（飯舘西部その１）
積算参考資料作成業務 7,408,800円 福島県土地改良事業団体連合会 令和元年

９月下旬

地上デジタル放送再送信事業工事（第二期） 2,970,000円 ㈱ＴＴＫ 令和元年
12月下旬

飯舘村消防団小型ポンプ付積載車購入（伊丹沢・八
木沢・前田） 24,847,607円 福島消防資材㈱ 令和２年

３月下旬

飯舘村消防団第一分団第六部小型ポンプ付積載車
購入（関沢） 6,377,688円 福島消防資材㈱ 令和２年

３月下旬

入札日／ 8月1日（単位：円）
工事（業務）の番号・名称 契約額（税込） 請負業者 完成予定

一般廃棄物運搬用フレコンバッグ 1,360,800円 福味商事㈱ 令和元年
８月下旬

パークゴルフ場管理棟等新築工事 41,904,000円 庄司建設工業㈱ 令和２年
３月下旬

被災地域農業復興総合支援事業基幹事業農業用施
設等整備工事

（13区農機具保管用パイプハウス）
27,432,000円 大内わら工品㈱ 令和元年

10月下旬

営農再開支援水利施設等保全事業（飯舘西部その１）
農業用用排水施設等補修工事（関沢字道添地内） 26,136,000円 濱田建設工業㈱ 令和２年

３月下旬

営農再開支援水利施設等保全事業（飯舘西部その１）
農業用用排水施設等補修工事（深谷字大森地内） 10,238,400円 ㈱東栄 令和２年

３月下旬

営農再開支援水利施設等保全事業（飯舘西部その１）
農業用用排水施設等補修工事（小宮字クツワ掛地内） 21,384,000円 ㈲福相建設 令和２年

３月下旬

農道等修繕調査測量設計業務 7,128,000円 アジア航測㈱ 福島支店 令和元年
12月下旬

地上デジタル放送再送信事業工事（第三期） 1,199,000円 ㈱TTK 令和元年
10月下旬

特定復興再生拠点エリア測量業務 5,130,000円 ㈲大内測量設計事務所 令和２年
３月下旬

財務会計・人事給与・起債管理システム機器更新業務 3,780,000円 ㈱福島県中央計算センター 令和元年
９月下旬

　

村
は
、
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り

の
指
針
と
な
る「
飯
舘
村
第
6
次

総
合
振
興
計
画（
6
次
総
）」の

策
定
を
行
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、

令
和
3
年
度
か
ら
令
和
7
年
度

ま
で
の
5
年
間
に
わ
た
る
村
全
体

の
計
画
と
な
り
ま
す
。

　

9
月
13
日
に
は
、
村
民
代
表
、

有
識
者
、
役
場
職
員
で
組
織
さ
れ

た
計
画
策
定
委
員
会
が
、
初
回
の

会
議
を
開
き
ま
し
た
。
委
員
長
に

は
福
島
大
学
行
政
学
類
の
鈴
木

典
夫
学
類
長
が
、
副
委
員
長
に
は

村
民
代
表
か
ら
大
内
亮
さ
ん（
八

木
沢
・
芦
原
）が
就
任
。
鈴
木
委

員
長
が「
長
い
間
村
民
の
皆
さ
ん

に
学
生
と
も
ど
も
お
世
話
に
な

り
、
避
難
の
中
で
も
多
く
の
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
恩
返
し
が

し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
早
速
、
議
事
の
協
議

が
始
ま
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容

や
、計
画
策
定
の
進
め
方
な
ど
に

つ
い
て
、
委
員
が
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
中
学
生
以
上

の
村
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
、
地
域
別
の
話
し
合
い
、

専
門
部
会
の
話
し
合
い
な
ど
が
、

順
次
始
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。



お く や み誕生おめでとう

（令和元年８月 31 日現在）
ひとの うご き

人口 　　　今　月　（前月比） 
男	 2762 人	（－13）
女	 2777 人	（－11）
計	 5539 人	（－24）

世帯数	 1818 戸	 （±0）

８月１日～ 31日までの
◆◆◆ 人口動態 ◆◆◆

転入	 2 人
転出	 23 人
出生	 2 人
死亡	 5 人

（住民基本台帳人口） （8月21日から9月20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し出てください。

赤ちゃんの名前 親の氏名 行 政 区

遠　藤　玲
れい

　奈
な

 ちゃん 利正・ベビーアルマ 草野

渡　邉　　　澪
れい

 くん 宏和・明美 小宮

すくすくと元気に育ってね

氏　　　名 年齢 行 政 区

佐々木　市　郎 94 八木沢・芦原

池　田　ハルヨ 96 大久保・外内

藤　井　シ　ギ 98 上飯樋

庄　司　　　直 91 伊丹沢

細　川　菊太郎 83 上飯樋

髙　野　　　上 81 小宮

古　川　　　信 82 飯樋町

ご冥福をお祈り申し上げます

令和元年10月号31

　
「
苦
さ
の
味
を
知
ら
ぬ
者
は
、
甘
さ
も
分
か
ら
な
い
」
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
多
分
、
苦
し
い
経
験
を
し
た

こ
と
の
な
い
者
は
、
人
生
の
本
当
の
良
さ
も
喜
び
も
分
か
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
、
も
っ
と
言
え
ば
苦
さ
を
知
っ
て
こ
そ
、
甘
さ
も

分
か
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
何
も
無
理
を
し
て
、つ
ら
い
目
に
遭
っ
た
り
、

悲
し
い
事
を
経
験
し
た
り
す
る
必
要
は
な
い
の
で
す
が
、
生
き
て

い
く
上
で
、
誰
で
あ
ろ
う
と
、
多
少
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
つ
ら

い
目
や
悲
し
い
目
に
出
会
う
こ
と
は
必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
の

時
に
、
そ
の
つ
ら
い
事
、
悲
し
い
事
に
く
じ
け
ず
に
や
っ
て
い
け

ば
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
れ
は
自
分
を
成
長
さ
せ
る
糧
に
な
る
は

ず
と
も
言
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
、
今
、
正
に
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
大
変
な
経
験
を

７
～
８
年
も
し
て
き
た
訳
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
次
々
と
や
っ
て
く

る
他
の
災
害
や
人
の
苦
し
み
に
対
し
て
も
、
自
分
の
事
と
し
て
、

「
大
変
だ
ろ
う
な
」
と
心
を
寄
せ
ら
れ
る
人
に
な
っ
て
い
る
方
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

つ
ら
い
事
や
悲
し
い
事
、
困
難
な
事
を
経
験
し
た
人
が
、
人
間

性
に
お
い
て
、
一
味
も
二
味
も
違
う
人
に
な
っ
た
り
、
心
の
優
し

さ
を
持
ち
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
い
あ
て
て
い
る
言
葉
は
結
構
い
っ
ぱ

い
あ
る
よ
う
で
す
。

― 

困
難
に
遭
っ
た
ら
、
問
題
と
い
う
よ
り
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
よ
う 

―

― 

つ
ま
ず
い
た
お
陰
で
、
人
の
や
る
事
を
あ
た
た
か
な
目
で
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た 

―

― 

美
し
い
バ
ラ
は
、
ト
ゲ
の
上
に
咲
く 

―

― 

人
間
の
目
は
、
失
敗
の
時
に
は
じ
め
て
開
く 

―

― 

我
々
が
征
服
す
る
の
は
、
山
で
は
な
く　

自
分
自
身
だ 

― 

で
す
。

　

令
和
元
年
９
月
10
日　

飯
舘
村
長　

菅
野　

典
雄

苦さ味、甘さ味

ラオス通信。
上田和昌さんの

vol.５

首都ヴィエンチャンの観光地
上田さんは山梨県の出身。
ラオス国立大学で活動する
青年海外協力隊の隊員です。

東京オリンピック・パラリンピック2020で村が
「復興『ありがとう』ホストタウン」を務めるラオ
スってどんな国？上田さんのリポートで素朴な疑問
に応えます。きっとラオスが身近になりますよ！

飯舘村伊丹沢字山田380番地

までいの里のこども園

家庭的な雰囲気で、子ども達の心
と身体をまでいに育む村立のこど
も園です。アート作品がさりげな
く置かれた明るい園舎で、０歳児
から５歳児までがワクワクいっぱ
いの毎日を過ごしています。

きてみてまでいの里の
   こども園

来年度入園する園児の募集について
は、11月の広報などでお知らせしま
す。詳しくは下記までお問い合わせ
ください。

次回はラ
オスの急速

な発展と

　「エコヘ
ルス教育」

について

　　　　
　　　　

　紹介し
ます!

パトゥーサイの前
で。左が上田さん、
右が兄の周平さん

に
も
及
ぶ
仏
像

彫
刻
が
並
ん
で
い

ま
す
が
、す
べ
て

1
人
で
作
り
上

げ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
先
日
、双
子
の
兄
が
ラ
オ
ス
を
訪
れ
た
の
で
、首
都「
ビ
エ

ン
チ
ャ
ン
」や
、街
が
丸
ご
と
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

る「
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
」の
観
光
案
内
を
し
て
き
ま
し
た
。　

　
私
の
活
動
地
で
あ
る
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
に
は
、「
パ
ト
ゥ
ー
サ

イ
」と
呼
ば
れ
る
戦
死
者
慰
霊
の
塔
、黄
金
の
仏
塔「
タ
ー

ト
ル
ア
ン
」、仏
像
彫
刻
が
並
ぶ
公
園「
ブ
ッ
ダ
パ
ー
ク（
ワ
ッ

ト・シ
ェン
ク
ワ
ン
）」な
ど
の
観
光
名
所
が
あ
り
ま
す
。

●
パ
ト
ゥ
ー
サ
イ
●

　
戦
士
し
た
兵
士
の
霊
を
慰
め
る
た
め

パ
リ
の
凱
旋
門
を
モ
デ
ル
に
建
て
ら
れ
た

戦
没
者
慰
霊
塔
。建
築
が
始
ま
っ
た
の

は
1
9
6
7
年
で
す
が
、内
部
の
工
事

は
今
も
未
完
成
と
の
こ
と
で
す
。

●
タ
ー
ト
ル
ア
ン
●

　
仏
教
国
で
も
あ
る
ラ
オ
ス
。黄
金
の
塔

の
中
に
は
、ブ
ッ
タ
の
骨（
仏
舎
利
）が

納
め
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。11

月
に
は
、ラ
オ
ス
で
最
大
規
模
の
お
祭
り

「
タ
ー
ト
ル
ア
ン
祭
り
」が
開
か
れ
ま
す
。

●
ブ
ッ
ダ
パ
ー
ク
（
ワ
ッ
ト
・
シ
ェ
ン
ク
ワ
ン
）
●

　
多
く
の
仏
像
彫
刻
が
無
造
作
に
置
か
れ
て
い
る
公
園
で

す
。ブ
ッ
ダ
パ
ー
ク
は
、1
9
5
8
年
、宗
教
家
で
あ
り
芸

術
家
で
も
あ
っ
た
タ
イ
出
身
の
ブ
ン
ル
ア・ス
リ
ー
ラ
ッ
ト
氏

に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
そ
う
で
す
。園
内
に
は
、2
0
0
体

10月30日(水)９時から、未就園児を対
象にした園舎開放を予定しています。
申し込みは不要ですので、ぜひおいで
ください。

園舎開放に来てみませんか

令和２年度園児募集について

問　までいの里のこども園
　　☎0244‐42‐0229

問　飯舘村教育委員会
　　☎0244‐42‐1631

上層階には展望室が周辺に寺院
や宮殿も
あります

遊具や砂場の
ある園庭での
びのび遊ぼう

園内で手作り
される栄養満
点の給食♥

令和元年10月号 30




